
(57)【要約】

【課題】対物光学系の周囲を細く形成することができ、

それによって先端部本体の外径を小さくして患者に与え

る苦痛を減少させることができる電子内視鏡の先端部を

提供すること。

【解決手段】挿入部の先端に配置されている先端部本体

１内において、対物光学系６を保持する金属製の鏡筒７

と、対物光学系６により投影された被写体像を撮像する

ための固体撮像素子１１を保持する金属製の撮像素子保

持枠１５とが、金属製の接続枠１７を介して接続された

電子内視鏡の先端部において、不要光線を遮るための遮

光マスク９を電気絶縁材により形成して鏡筒７の後端部

分に接着すると共に、鏡筒７と接続枠１７とが直接接触

しないように遮光マスク９と接続枠１７の先端部分とを

接着し、鏡筒７を、被覆することなく、先端部本体１に

形成されている対物配置孔１０ｂ内に配置した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 に 配 置 さ れ て い る 先 端 部 本 体 内 に お い て 、 対 物 光 学 系 を 保 持 す る 金 属 製 の 鏡
筒 と 、 上 記 対 物 光 学 系 に よ り 投 影 さ れ た 被 写 体 像 を 撮 像 す る た め の 固 体 撮 像 素 子 を 保 持 す
る 金 属 製 の 撮 像 素 子 保 持 枠 と が 、 金 属 製 の 接 続 枠 を 介 し て 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部
に お い て 、
　 不 要 光 線 を 遮 る た め の 遮 光 マ ス ク を 電 気 絶 縁 材 に よ り 形 成 し て 上 記 鏡 筒 の 後 端 部 分 に 接
着 す る と 共 に 、 上 記 鏡 筒 と 上 記 接 続 枠 と が 直 接 接 触 し な い よ う に 上 記 遮 光 マ ス ク と 上 記 接
続 枠 の 先 端 部 分 と を 接 着 し 、 上 記 鏡 筒 を 、 被 覆 す る こ と な く 、 上 記 先 端 部 本 体 に 形 成 さ れ
て い る 対 物 配 置 孔 内 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 を 内 蔵 す る 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 に 配 置 さ れ て い る 先 端 部 本 体 内 に お い て 、
鏡 筒 内 に 保 持 さ れ た 対 物 光 学 系 に よ る 被 写 体 の 投 影 位 置 に 固 体 撮 像 素 子 の 撮 像 面 が 配 置 さ
れ て い て 、 固 体 撮 像 素 子 を 保 持 す る 撮 像 素 子 保 持 枠 と 鏡 筒 と が 接 続 枠 を 介 し て 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 鏡 筒 は 極 め て 高 精 度 に 形 成 す る 必 要 が あ り 撮
像 素 子 保 持 枠 は シ ー ル ド 筒 も 兼 ね る の で 、 共 に 金 属 製 に す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 接 続 枠 （
後 述 す る 「 接 続 枠 １ ７ 」 ） は 、 接 着 の 後 の 乾 燥 工 程 の 際 に 不 規 則 な 収 縮 変 形 等 が 発 生 す る
の を 避 け る た め に 金 属 製 に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 鏡 筒 と 撮 像 素 子 保 持 枠 と が 接 続 枠 を 介 し て 電 気 的 に 導 通 す る 可 能 性 が 大 き
い の で 、 電 気 安 全 性 の 上 か ら 、 撮 像 素 子 保 持 枠 だ け で な く 鏡 筒 も 先 端 部 本 体 に 対 し て 電 気
絶 縁 し た 構 造 に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 金 属 製 の 鏡 筒 の 外 周 を 包 む よ う に 電 気 絶 縁 性 の 外 套 管 を 配 置 し て い た （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ９ ２ １ ６ 、 図 １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ３ は 、 上 述 の よ う な 従 来 の 構 成 を 採 っ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 対 物 光 学
系 ６ を 保 持 す る 金 属 製 の 鏡 筒 ７ の 外 周 を 囲 む よ う に 電 気 絶 縁 性 の 材 料 か ら な る 絶 縁 筒 ２ ０
が 被 嵌 さ れ て い る 。 ９ は 、 不 要 光 線 を 遮 る た め の 遮 光 マ ス ク 、 １ ５ は 、 固 体 撮 像 素 子 １ １
を 保 持 す る 撮 像 素 子 保 持 枠 、 １ ７ は 、 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ と 鏡 筒 ７ と を 接 続 す る 接 続 枠 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て は 、 電 気 絶 縁 性 の 絶 縁 筒 ２ ０ が 鏡 筒 ７ に
被 嵌 さ れ て い る こ と に よ り 、 対 物 光 学 系 ６ の 周 囲 が 太 く な っ て し ま う の で 、 そ の 部 分 に 隣
り 合 っ て 配 置 さ れ る 照 明 窓 ３ の 配 光 レ ン ズ ５ や 先 端 部 本 体 １ の 外 縁 部 等 を そ の 分 だ け 対 物
光 学 系 ６ の 光 軸 位 置 か ら 遠 い 位 置 に 配 置 せ ざ る を 得 ず 、 そ れ に よ っ て 先 端 部 本 体 １ の 外 径
が 大 き く な っ て 患 者 に 与 え る 苦 痛 を 増 大 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 対 物 光 学 系 の 周 囲 を 細 く 形 成 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 先 端 部 本
体 の 外 径 を 小 さ く し て 患 者 に 与 え る 苦 痛 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 を
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提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 配 置 さ れ
て い る 先 端 部 本 体 内 に お い て 、 対 物 光 学 系 を 保 持 す る 金 属 製 の 鏡 筒 と 、 対 物 光 学 系 に よ り
投 影 さ れ た 被 写 体 像 を 撮 像 す る た め の 固 体 撮 像 素 子 を 保 持 す る 金 属 製 の 撮 像 素 子 保 持 枠 と
が 、 金 属 製 の 接 続 枠 を 介 し て 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 不 要 光 線 を 遮 る た
め の 遮 光 マ ス ク を 電 気 絶 縁 材 に よ り 形 成 し て 鏡 筒 の 後 端 部 分 に 接 着 す る と 共 に 、 鏡 筒 と 接
続 枠 と が 直 接 接 触 し な い よ う に 遮 光 マ ス ク と 接 続 枠 の 先 端 部 分 と を 接 着 し 、 鏡 筒 を 、 被 覆
す る こ と な く 、 先 端 部 本 体 に 形 成 さ れ て い る 対 物 配 置 孔 内 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 遮 光 マ ス ク を 電 気 絶 縁 材 に よ り 形 成 し て 鏡 筒 の 後 端 部 分 に 接 着 す る と
共 に 、 鏡 筒 と 接 続 枠 と が 直 接 接 触 し な い よ う に 遮 光 マ ス ク と 接 続 枠 の 先 端 部 分 と を 接 着 し
、 鏡 筒 を 、 被 覆 す る こ と な く 、 先 端 部 本 体 に 形 成 さ れ て い る 対 物 配 置 孔 内 に 配 置 し た の で
、 電 気 安 全 性 を 確 保 す る 構 造 を 採 り な が ら 対 物 光 学 系 の 周 囲 を 細 く 形 成 す る こ と が で き 、
そ れ に よ っ て 先 端 部 本 体 の 外 径 を 小 さ く し て 患 者 に 与 え る 苦 痛 を 減 少 さ せ る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 遮 光 マ ス ク を 電 気 絶 縁 材 に よ り 形 成 し て 鏡 筒 の 後 端 部 分 に 接 着 す る と 共 に 、 鏡 筒 と 接 続
枠 と が 直 接 接 触 し な い よ う に 遮 光 マ ス ク と 接 続 枠 の 先 端 部 分 と を 接 着 し 、 鏡 筒 を 、 被 覆 す
る こ と な く 、 先 端 部 本 体 に 形 成 さ れ て い る 対 物 配 置 孔 内 に 配 置 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 １ は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 最 先 端 部 に 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 で あ り 、 例 え
ば ス テ ン レ ス 鋼 等 の よ う な 導 電 性 の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て 、 そ の 先 端 面 に は 、 観 察 窓 ２
と 照 明 窓 ３ が 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 照 明 窓 ３ に は 凹 レ ン ズ か ら な る 配 光 レ ン ズ ５ が 嵌 め 込 ま れ て 接 合 固 着 さ れ て い て 、 そ の
後 方 に お い て 先 端 部 本 体 １ に 軸 線 と 平 行 方 向 に 貫 通 形 成 さ れ た 孔 に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
４ の 射 出 端 部 が 挿 通 固 定 さ れ て い る 。 配 光 レ ン ズ ５ は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ４ か ら 射 出
さ れ た 照 明 光 の 配 光 角 を 有 効 に 広 げ る た め に 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ４ の 外 径 よ り 大 き な
径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 観 察 窓 ２ の 後 方 に お い て 先 端 部 本 体 １ に 軸 線 と 平 行 方 向 に 貫 通 形 成 さ れ た 対 物 配 置 孔 １
０ ｂ 内 に は 、 複 数 の レ ン ズ か ら な る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ４ が 金 属 製 の 円 筒 状 の 鏡 筒 ７ 内
に 保 持 さ れ て 配 置 さ れ て お り 、 対 物 光 学 系 ６ の 光 軸 は 先 端 部 本 体 １ の 軸 線 と 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ８ は 、 鏡 筒 ７ 内 の 前 方 寄 り の 位 置 に 配 置 さ れ た 金 属 薄 板 製 の 明 る さ 絞 り 、 ９ は 、 不 要 光
線 を 遮 る た め に 鏡 筒 ７ の 後 端 部 分 に 配 置 さ れ た 電 気 絶 縁 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材 か ら な る 遮 光
マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 後 方 位 置 に は 、 対 物 光 学 系 ６ に よ る 前 方 の （ 図 １ に お い て 左 方 の ） 被 写 体 の 投 影 位
置 に 撮 像 面 が 位 置 す る よ う に 固 体 撮 像 素 子 １ １ が 配 置 さ れ て い て 、 そ の 後 方 に 電 子 部 品 １
２ が 連 な っ て 配 置 さ れ 、 固 体 撮 像 素 子 １ １ の 撮 像 面 に は カ バ ー ガ ラ ス １ ３ が 接 合 さ れ て 、
そ の 前 面 に Ｙ Ａ Ｇ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ４ が 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の よ う な 固 体 撮 像 素 子 １ １ は 、 シ ー ル ド 筒 を 兼 ね る 金 属 製 円 筒 状 の 撮 像 素 子 保 持 枠 １
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５ 内 に 固 着 さ れ て い て 、 固 体 撮 像 素 子 １ １ と 電 子 部 品 １ ２ の 外 周 部 及 び 撮 像 素 子 保 持 枠 １
５ の 外 周 部 に は 各 々 電 気 絶 縁 性 の テ ー プ が 巻 き 付 け ら れ て い る 。 １ ８ は 後 方 に 延 出 す る 信
号 ケ ー ブ ル で あ り 、 そ の ア ー ス 線 １ ８ ａ は 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ の 前 端 部 に は 金 属 製 の 接 続 枠 １ ７ が 固 着 さ れ 、 そ の 接 続 枠 １ ７ が 、
鏡 筒 ７ と 直 接 接 触 し な い 状 態 で 遮 光 マ ス ク ９ と 接 合 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 対 物 光 学 系 ６ を
保 持 す る 鏡 筒 ７ と 固 体 撮 像 素 子 １ １ を 保 持 す る 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ と が 一 体 的 に 連 結 接 続
さ れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 遮 光 マ ス ク ９ は 、 図 ２ に 単 体 で 図 示 さ れ る よ う に 、 鏡 筒 ７ と 接 続 枠 １ ７ と に 対 し て 接 着
す る た め に 厚 み を 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 確 保 し た 円 盤 状 に 形 成 さ れ て い て 、 内 側 部 分 に は
固 体 撮 像 素 子 １ １ の 撮 像 面 に 入 射 す る 光 線 だ け を 通 過 さ せ る 形 状 寸 法 の 光 線 通 過 孔 ９ ａ が
穿 設 さ れ 、 外 周 面 の 一 か 所 に は 組 み 立 て 時 に 回 転 方 向 の 位 置 決 め を す る た め の 位 置 決 め 溝
９ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 遮 光 マ ス ク ９ の 先 側 半 部 は 、 外 周 面 が 鏡 筒 ７ の 後 端 部
分 に 嵌 め 込 ま れ て 先 端 面 を 鏡 筒 ７ の 当 て つ け 面 に ピ ッ タ リ と 当 接 さ せ て そ れ ら の 部 分 で 電
気 絶 縁 性 の 接 着 剤 に よ り 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 遮 光 マ ス ク ９ の 後 側 半 部 は 、 接 続 枠 １ ７ に 対 し て 芯 出 し 調 整 が で き る よ う に 外 周
面 が 接 続 枠 １ ７ の 先 端 部 分 に 隙 間 を あ け て 緩 く 嵌 め 込 ま れ て 後 端 面 を 接 続 枠 １ ７ の 当 て つ
け 面 に ピ ッ タ リ と 当 接 さ せ て そ れ ら の 部 分 で 電 気 絶 縁 性 の 接 着 剤 に よ り 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の よ う に し て 、 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ の 先 端 に 固 着 さ れ た 接 続 枠 １ ７ と 、 対 物 光 学 系 ６
を 保 持 す る 鏡 筒 ７ と が 、 直 接 接 触 し な い 状 態 で 遮 光 マ ス ク ９ を 介 し て 一 体 的 に 連 結 さ れ 、
絶 縁 テ ー プ １ ６ が 被 覆 さ れ た 撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ が 先 端 部 本 体 １ に 軸 線 と 平 行 方 向 に 穿 設
さ れ て い る 撮 像 素 子 配 置 孔 １ ０ ａ 内 に 固 定 さ れ 、 鏡 筒 ７ は 、 撮 像 素 子 配 置 孔 １ ０ ａ に 連 続
し て そ の 前 方 に 形 成 さ れ て い る 対 物 配 置 孔 １ ０ ｂ 内 に 緩 く 差 し 込 ま れ て 、 そ の 隙 間 部 分 に
電 気 絶 縁 性 の 接 着 剤 １ ９ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 電 気 絶 縁 性 の 部 材 が 何 ら 被 覆 さ れ て い な い 金 属 製 の 鏡 筒 ７ が 対 物 配 置 孔 １
０ ｂ 内 に 直 接 配 置 さ れ て い る の で 、 鏡 筒 ７ の 外 周 面 が 先 端 部 本 体 １ に 接 触 す る 可 能 性 も あ
る が 、 鏡 筒 ７ と 接 続 枠 １ ７ と の 間 が 遮 光 マ ス ク ９ に よ っ て 電 気 絶 縁 さ れ て い て 、 鏡 筒 ７ と
撮 像 素 子 保 持 枠 １ ５ と が 導 通 し て い な い の で 、 電 気 安 全 性 は 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 鏡 筒 ７ が 何 ら の 被 覆 部 材 な し に 対 物 配 置 孔 １ ０ ｂ に 直 接 配 置 さ れ て い る の で 、
対 物 配 置 孔 １ ０ ｂ の 径 を 小 さ く 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 先 端 部 本 体 １ の 外 径 を 小
さ く 形 成 し て 、 内 視 鏡 検 査 を 受 け る 患 者 に 与 え る 苦 痛 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 遮 光 マ ス ク を 単 体 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 先 端 部 本 体
　 ６ 　 対 物 光 学 系
　 ７ 　 鏡 筒
　 ９ 　 遮 光 マ ス ク
　 １ ０ ｂ 　 対 物 配 置 孔

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-143772 A 2005.6.9



　 １ １ 　 固 体 撮 像 素 子
　 １ ５ 　 撮 像 素 子 保 持 枠
　 １ ７ 　 接 続 枠

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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